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１
年
生
は
１
９
日
（
木
）
、
羽
地
地
域

の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
係
わ
る
産
業
や

史
跡
を
訪
ね
、
地
域
へ
の
興
味
・
関
心
と

愛
着
を
持
ち
、
地
域
に
貢
献
し
提
案
す
る

こ
と
を
考
え
る
「
地
域
め
ぐ
り
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

バ
ス
４
台
に
分
乗
し
、
改
決
羽
地
大
川

碑
記
、
金
川
（
カ
ニ
ガ
ー
）
銅
山
跡
、
親

川
城
跡
、
田
井
等
の
壕
、
勘
手
納
港
、
仲

尾
ト
ン
ネ
ル
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
巡
り
ま
し
た
。

案
内
役
に
は
、
名
護
商
工
高
校
の
観
光

課
コ
ー
ス
８
名
の
生
徒
さ
ん
ら
が
導
い
て

く
れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
を
出
題
す
る
な
ど

し
て
、
分
か
り
や
す
く
工
夫
し
て
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
名
護
商
工
の
先
生
や
生

徒
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。午

前
中
で
地
域
め
ぐ
り
を
終
え
た
１
年

生
は
、
午
後
に
は
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と

め
、
新
聞
を
作
成
し
て
伝
え
た
り
、
発
信

し
て
い
く
予
定
で
す
。

羽
地
め
ぐ
り
を
実
施
す
る
未
来
の
生
徒

や
地
域
に
向
け
て
、
新
た
な
地
域
の
在
り

方
「
羽
地
の
未
来
」
を
提
案
し
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
ま
す
。

親
川
グ
ス
ク
は
今
帰
仁
世
の
主
の
弟
で
あ
る
湧
川

按
司
の
子
・
怕
尼
芝
（
は
に
し
）
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
と
さ
れ
る
。
当
初
は
、
羽
地
川
の
川
上
集
落
の
、

羽
地
・
伊
差
川
で
は
、
昔
、
銅
が
取
れ
て
い
た
！
。

首
里
円
覚
寺
の
大
鐘
は
、
こ
の
銅
山
か
ら
出
た
銅
で
鋳

造
さ
れ
た
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
２
０
～
３
０
年
代
半
ば
ま
で
に
盛
ん
に
採
掘
さ

れ
、
一
時
中
断
す
る
も
、
大
正
２
年
に
再
採
掘
が
始
ま

り
、
一
日
に
長
さ
約
４
５
㎝
、
幅
１
６
㎝
、
厚
さ
４
．

５
㎝
の
銅
の
棒
が
３
個
生
産
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
採
掘
跡
が
３
カ
所
ほ
ど
残
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
採
掘
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
碑
の
ま
わ
り
に
は

鉱
石
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

南
側
山
腹
に
親
グ
ス
ク
を
築
い
て
居
城
し
た
と
さ
れ
る
が
、
勢
力
を

蓄
え
た
後
に
今
帰
仁
城
に
攻
め
入
り
、
今
帰
仁
城
を
手
中
に
収
め
、

後
北
山
初
代
の
王
と
な
っ
た
と
あ
る
。

現
在
の
親
川
城
跡
は
、
石
碑
が
建
っ
て
い
る
の
み
で
、
石
垣
や
城

壁
を
見
る
こ
と
は
山
林
の
藪
の
中
で
は
厳
し
い
。

仲
尾
ト
ン
ネ
ル
は
、
大
正

８
年
（
１
９
１
９
年
）
８
月

に
開
通
し
た
沖
縄
で
は
初
の

手
堀
り
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
ト

ン
ネ
ル
が
な
い
時
代
は
、
仲

尾
村
に
行
く
道
の
り
が
厳
し

く
、
迂
回
路
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
村
の
方
達
総
出
で
ト

ン
ネ
ル
を
掘
り
続
け
、
つ
い

に
は
完
成
し
た
そ
う
で
す
。

幅
６
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
６
メ

ー
ト
ル
、
長
さ
３
０
メ
ー
ト

ル
の
ア
ー
チ
型
の
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
、
美
し
い
羽
地

内
海
が
飛
び
込
ん
で
き
ま

す
。
今
年
は
、
１
０
０
周
年

に
な
る
祝
賀
会
も
開
催
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

一
七
世
紀
に
編
さ
ん
さ

れ
た
『
琉
球
国
高
究
帳
』

に
よ
る
と
、
羽
地
間
切
の

石
高
は
、1

,9
9
8

石
、
う

ち
米
は
、1

,8
1
7

石
な
の

で
ほ
と
ん
ど
が
稲
作
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

米
は
仲
尾
次
村
の
蔵
に

一
時
保
管
さ
れ
、
上
納
米

と
し
て
勘
手
納
港
か
ら
薩

摩
に
出
航
し
て
い
た
。

米
を
勘
定
（
か
ん
じ
ょ

う
）
す
る
こ
と
か
ら
カ
ン

テ
ナ
（
勘
手
納
）
の
名
が
つ

い
た
の
で
は
な
い
か
。

(

羽
地
村
誌
よ
り)

一
石
は
１
５
０
㎏
、
１
８

０
リ
ッ
ト
ル
、
ド
ラ
ム
缶
は

約
２
０
０
ℓ
な
の
で
、
約
１

本
分
に
相
当
。
ド
ラ
ム
缶
約

１
８
０
０
本
分
の
お
米
が
収

穫
で
き
た
と
い
う
こ
と
。
イ

メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？
。


